
Ⅰ－４

「ごみ・資源」
に着目したプログラム

　私たちは，科学技術の発展によって豊かな生活を営むことができています。一方で，地球上の資
源を大量消費したり，廃棄物を大量発生させたりしてきました。地球上の資源には限りがあり，乱
用すれば枯渇することや，使用後に出る廃棄物の増加が環境を悪化させていることが分かっていま
す。
　ここに紹介するのは，様々な廃棄物が出されていることを確認するとともに，資源の再生利用及
び製品の再利用などについて考えたり，日常生活の中でできる廃棄物を削減する工夫などを考えた
りするプログラムです。
　生徒に，環境への負荷を抑制するための資源循環型の社会を目指すという姿勢を身に付けさせ，
日常生活の中で資源・化学物質の有効利用に積極的に取り組める態度を育んでいきましょう。
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目　　次

表の見方について
○環境学習は，全ての教育活動の中で展開されるものです。ここに示されていない教科，道徳，特
別活動，総合的な学習の時間，高等学校における課題研究などで扱うことも十分想定されます。
したがって，この表は，あくまでも各プログラムが主にどの教科で活用できるかを一覧にしたも
のです。また，各プログラムには，「教科に見る活用場面」という項目がありますが，そこでは，
各教科の分野や科目の視点から活用場面を例示してあります。
○表中の略称は，次のような教科等を指しています。
　「社会」：中学校社会，高等学校地理歴史・公民
　「理科」：中学校理科，高等学校理科
　「技家」：中学校技術・家庭，高等学校家庭
　「産業」：高等学校農業，水産，工業，商業，家庭等の当該科目及び課題研究等
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○ごみがどれくらい出ているかを調べる。
○ごみを減らす工夫について考える。

ねらい
・自分の住む地域のごみの量を知ることで，ごみ処理に関わる問題（費用・処分場・ＣＯ２排出など）に

気付かせる。
・自分の行動がごみの増減にどう関わっているか知ることで，今後の生活でどのように行動すべきか，特

に３Ｒの視点からどう行動すべきかを気付かせる。

教科に見る活用場面
・中学校　　社会（公民的分野）　　　「持続可能な社会の形成」
　　　　　　技術・家庭（家庭分野）　「身近な消費生活と環境」
・高等学校　公民（現代社会）　　　　「持続可能な社会の形成」
　　　　　　家庭（家庭基礎）　　　　「環境に配慮したライフスタイルの工夫」
　　　　　　理科（化学基礎）　　　　「プラスチックや金属など資源の再利用」

活動の内容
（1）国や県などの公表している統計資料からごみの排出量などを調

べる。
（2）ワークシートの２に書かれている８つの設問について自分なら

どうするか，理由と行動内容を書く。
（3）各自の意見を発表し，環境により良い行動は何かについて考え

る。
（4）３Ｒについて教師の説明を聞いた上で，各行動が３Ｒのどれに

相当するか考える。
（5）生徒用資料を参考に，ごみを減らす取組が他にないか考える。

活用ガイド
○指導上の工夫・留意点

・統計資料のデータから，ごみの排出量が減少傾向とはいえ依然として多いこと，ごみを処理するため
に税金が多く使われていること，リサイクル率にあまり変化がないことに気付かせる。また，処分場
に余裕がないこと，ごみの運搬や焼却時にＣＯ２が排出されていることにも触れ，ごみの絶対量を減
らすことが重要であることに気付かせる。

・ワークシートの２の各設問を大きく紙に書いて黒板に貼り出し，○×クイズのようにしてクラス全員
に挙手させてもよい。

・間違っているから悪いというわけではない。それぞれの家庭の事情などもあり一概に言えない。
・「ごみの量を減らす」「資源を有効活用する」という視点から考えさせるとよい。
・	関連するプログラムとして「『エコクッキング』って何？」（p.172），「エコライフを考えよう」（p.201），
「『グリーンコンシューマー』って何？」（p.210），「ポイ捨てをなくそう！」（p.230），「身の回りのリ
サイクル」（p.233），「プラスチックを探ろう」（p.241）がある。

準備するもの
・ワークシート
・国や県の公表している統計

資料
・生徒用資料

ごみと３R
時　期
時　間
場　所

いつでも
２～３時間
教室
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○用語の説明
　３Ｒとは，ごみを減らし，資源を繰り返し使っていくための以下の３つの行動の頭文字をとった言葉
である。
　　　　①　Reduce	 ＝　リデュース　＝　減らすこと。
　　　　②　Reuse	 ＝　リユース　　＝　繰り返し使うこと・再使用すること。
　　　　③　Recycle	 ＝　リサイクル　＝　（資源として）再利用すること。
　循環型社会の形成を考えるときの順番は①→②→③である。リサイクルが大切と思われがちだが，ま
ずごみになるものを買わない・手にしないことが重要である。

○参考資料
・廃棄物に関する報道発表資料等
・いろいろなリサイクルマーク

○活動場所や材料の情報
　教室，パソコン室

○協力が得られる機関
　各市町のごみ担当課

○ワークシートの２の設問に関する解答と解説
・各行動についての「環境にやさしいごみの減量化と資源化につながる」行動と解説は以下のとおり。

設問①＝Ｂ	 ごみは生活している以上どうしても出てくるが，何でも焼却処分してよいわけではない。
燃やすと焼却灰や有害なガスが出たり，処理をする手間がかかる。また，レアメタルな
ども含めてまだ使える資源が含まれていることもある。ごみはできるだけ出さないほう
が良い。また出すときは資源ごみを分別して出すほうが良い。
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設問②＝Ｂ	 ペット容器は石油原料から作られており容器代は10円～30円かかっている。またリサイ
クルするにしても経費がかかりCO2が発生する。省資源の観点からは，ペットボトル飲
料はなるべく買わないようにする（リデュースする）か，マイボトルを利用したりペッ
トボトルを再利用するほうが良い。

設問③＝Ｂ	 詰め替え品のほうが本体容器より製造～廃棄時の原料費・CO2排出量が少なくて済む。
設問④＝Ｂ	 紙１トン作るのに立木が20本いるとされる。まだ使えるノートを捨てるのは資源の無駄

使いになる。できれば最後まで使ったほうが良い。
設問⑤＝Ａ	 お茶やジュースなどをこぼした時は，台ふきんで拭き取る。台ふきんなら洗えば何度で

も使える。ティッシュペーパーやトイレットペーパーは一度使うとリサイクルできずご
みになるだけで，資源の無駄使いになる。なお，油ものは端切れ（着なくなった衣類な
どを裁断したものなど）で拭き取り，使った端切れを捨てるほうが良い。

設問⑥＝Ａ	 紙パックは良質なバージンパルプ（古紙を使わない，木などを原料のしたパルプ）を使っ
ており，リサイクルすることでトイレットペーパーなどに生まれ変わる。したがって焼
却処分ではなくリサイクルに回すのが良い。

設問⑦＝Ｂ	 個包装になった分だけごみが増えるので，できれば個包装になっていないものを利用す
るほうが良い。

設問⑧＝Ｂ	 この設問で，「一番環境に良い行動」は『不要なものを買わないこと』である。しかし買っ
た場合は，お菓子を食べ，外箱をリサイクルに回すほうがより良い。

・３Ｒのどれにあたるか
　　　　　　　リデュース＝１，２，３，４，５，７，８
　　　　　　　リユース  ＝１，３，４，５
　　　　　　　リサイクル＝１，６，８

○発展学習
　３Ｒのほかに，４Ｒ,５Ｒ～10Ｒといわれる行動もある。資料を参考に自分にできることを考えよう。
また，「自分の考えた３Ｒの行動について発表させ，投票しベスト３を決める」ということをやってみ
ても良い。

○活動にあたって参考となる文献やＷｅｂサイト
・小島　紀徳　他編　「ごみの百科事典」　丸善
・「環境白書」　環境省
・「３Ｒ政策」　経済産業省　http://www.meti.go.jp/policy/recycle/
・「３Ｒまなびあいブック」　環境省　http://www.env.go.jp/recycle/yoki/b_5_book/
・「廃棄物処理技術情報」　環境省　http://www.env.go.jp/recycle/waste_tech/
・３Ｒ推進団体連絡会のサイト　http://www.3r-suishin.jp/
・「とちぎの廃棄物」　栃木県http://www.pref.tochigi.lg.jp/d05/eco/haikibutsu/haikibutsu/tochihai.html
・「資源環境・廃棄物研究センター　オンラインマガジン　環境」　国立環境研究所
　http://www-cycle.nies.go.jp/magazine/top/201401.html
・「とちぎの環境」　栃木県地球温暖化対策課　http://eco.ecomori-tochigi.jp/

プログラムの作成において参考とした文献やＷｅｂサイト
○アズビー・ブラウン　「江戸に学ぶエコ生活術」　阪急コミュニケーションズ
○石川英輔　「大江戸リサイクル事情」　講談社（1997）
○「一般廃棄物の排出および処理状況等について」　環境省　http://www.env.go.jp/recycle/waste/ippan.html
○「３Ｒ行動見える化ツール」より「３Ｒ原単位の算出方法」　環境省
　　http://www.env.go.jp/recycle/circul/3r_visu-tool/attach/method.pdf
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ワークシート
ごみと３R
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１　ごみの排出量

２　４Ｒや５Ｒ～１０Ｒといわれるごみを減らす言葉
　　Refuse	 （リフューズ：拒否）ごみになるものを拒否すること。
　　Repair	 （リペア：直す）壊れても修理して使うこと。
　　Refine	 （リファイン：分別）捨てるときには分別すること。
　　Rethink	（リシンク：再考する）本当に必要なものかどうか考えること。
　　Rental	 （レンタル：借りる）個人として所有せずに借りて済ますこと。
　　Return	 （リターン：戻す）携帯電話など使用後は購入先に戻すこと。
　　Reform	（リフォーム：改良する）着なくなった服などを作り直すこと。
　　Rebuy	 （リバイ：買う）リサイクル品やリユース品を積極的に購入または利用すること。
　　Remix	 （リミックス：再編集）新たな創造のために既にある資源を再編集すること。
　　Regeneration　　（リジェネレイション：再生品）再生品の使用を心がけること。

３　グリーンコンシューマー１０原則
　便利さや快適さだけではなく，環境に与える負荷も考え，環境にやさしい買い物をすることを「グ
リーン購入」といい，そういった行動をとる人をグリーンコンシューマーという。３Ｒのうち，
リデュースの考えとも非常に近い。

　　　①　必要なものを必要な量だけ買う
　　　②　使い捨て商品ではなく長く使えるものを選ぶ。
　　　③　包装は無いものを最優先し，次に最小限のもの，容器は再利用できるものを選ぶ。
　　　④　作るとき，使うとき，捨てるとき，資源とエネルギー消費の少ないものを選ぶ。
　　　⑤　化学物質による環境汚染と健康への影響の少ないものを選ぶ。
　　　⑥　自然と生物多様性を損なわないものを選ぶ。
　　　⑦　近くで生産・製造されたものを選ぶ。
　　　⑧　作る人に公正な分配が保証されるものを選ぶ。
　　　⑨　リサイクルされたもの，リサイクルシステムのあるものを選ぶ。
　　　⑩　環境問題に熱心に取り組み，環境情報を公開しているメーカーや店を選ぶ。

生徒用資料
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１　ごみ問題の歴史
・縄文時代：住居から離れた場所にごみの捨て場を定めていた。
・奈良時代：都に人が集まり，人が集まるとごみが増えた。都を一代ごとに転々と移動していた

理由の一つに都のごみの問題があったらしい。
・	平安時代：	市街地にはごみや汚水が道にあふれていた。一方宮中には，掃

かもんのりょう

部寮という役職があり，
宮中の掃除や調度設営などを担当していた。
・鎌倉時代：歴史書「吾

あづまかがみ

妻鏡」に寺や道路の掃除の話題が述べられている。くみとり便所もその
ころ発明されたようである。
・江戸時代：江戸や大坂で都市が発展し，ごみ処理が大きな問題となった。そこで芥

あくたあらためやく

改役を配置
するなど，町をきれいに保つためのごみ処理に江戸幕府は苦労をしていた。そのためか，外国
人が書いた文献によれば， 江戸の町の清潔さは，当時の欧州の状況に比べ非常に際だっていたら
しい。また，下肥運びによるし尿のリサイクルをはじめ，桶を修理するたが屋，その他に，古
着屋，古鉄買い，紙屑買いなど修理・再生・回収の専門業による循環型社会が形づくられており，
究極の『リサイクル型社会』ともいえる。

出典：石川英輔「大江戸リサイクル事情」　講談社　（1997）

　しかし，増え続ける人口によりごみの量は増加した。三代将軍家光や四代将軍家綱は，悪臭
や美観の問題から堀や川，会所地（町単位に作られていた空き地のこと）へのごみの投げ捨て
を禁止する町触（まちぶれ）を出し，不法投棄の防止に努め，ごみ捨て場も設置した。
　以来18世紀半ばまで， 江戸周辺だけでもごみ捨て場は10か所にも及び，延べ約125haが埋め立
てられた。また，ごみは金になる（資源になる）ため，鑑札を受けた正規の回収業者だけでな
く非正規の業者も多数いたらしい。

資料：ごみ問題の歴史と法律
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・明治時代：外国との交易が盛んになり，伝染病対策が緊急の課題となった。
　明治33（1900）年には汚物掃除法が制定された。この法律で，各市町村にごみ処理事業の義
務が課せられ，「塵芥（じんかい）はなるべくこれを焼却すべし」として，このとき以来ごみ焼
却がわが国の主要な処理方法と位置付けられることになった。
　なお，汚物清掃法制定前の明治30（1897）年，福井県敦賀郡敦賀町（現敦賀市）に日本初の
ごみ焼却場が作られ，以後全国各地に設置された。
参考：ごみの百科事典　丸善（2003）

２　廃棄物処理およびリサイクルに関する法律
　「廃棄物処理法」は，高度成長期の大量生産・大量消費に伴うごみ量の増大に対処するため，
1970年に制定された。
　法の中で，廃棄物とは「ごみ，粗大ごみ，燃えがら，汚

お

泥
でい

，ふん尿，廃油，廃酸，廃アルカリ，
動物の死体その他の汚物又は不要物であって固形状又は液状のものをいう」と定義されている。
さらに廃棄物は一般廃棄物と産業廃棄物に分けられる。
　「廃棄物処理法」制定後，焼却に伴う汚染物質（SOx，NOx，ダイオキシン類）や埋立て処分場
の不足，不法投棄の増加により，新たな法整備が必要になった。そこで，以下のようにさまざま
なリサイクル関連法が制定・施行された。

Ａ「リサイクル法」（再生資源利用促進法）	 ＝1991年施行
　資源の有効利用と，廃棄物の発生抑制，環境保全の取組を制定。

Ｂ「改正リサイクル法」	 ＝2001年施行
　Ａの法律を改正。３Ｒの促進を明記。

Ｃ「容器包装リサイクル法」	 ＝1995年制定。2006年改正
　ＰＥＴボトルやプラスチック容器等のリサイクルについて消費者・行政・事業
者の三者の役割を制定。

Ｄ「家電リサイクル法」	 ＝2001年施行
　テレビ・エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機（特定家電）のリサ
イクルを義務付け

Ｅ「食品リサイクル法」	 ＝2001年施行
Ｆ「建設リサイクル法」	 ＝2002年施行
Ｇ「自動車リサイクル法」	 ＝2005年施行
Ｈ「小型家電リサイクル法」	 ＝2013年施行

　携帯電話やゲーム機，炊飯器などあらゆる小型家電製品を資源ごみとして回収
することが各自治体に課せられた。

⇒これらの法整備により，焼却ごみの量は減少した。しかし，まだまだごみの量は多い。
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○クリーンウォークをしながら，自分が住んでいる地域で，どの場所にどんなごみが多
くポイ捨てされているのかを調べる。

○ポイ捨てをなくすための方法を考える。

ねらい
・学校周辺地域のポイ捨ての状況を調べる活動を通して，「ポイ捨て」をなくす方法を考えさせる。
・グループで協力してクリーンウォークを行い，望ましい人間関係を形成する。
・よりよい生活環境を築こうとし，積極的に社会参加する態度を養う。

活動の内容
（1）５人くらいのグループを作り，グループごとに学校周辺のいず

れかの方面を割り当て，通り沿いをクリーンウォークする。
（2）分別は，「空き缶・空き瓶」，「ペットボトル」，「タバコ」，「そ

の他」とする。
（3）クリーンウォークを終えたら，どの通り沿いにどんなポイ捨て

が多くされているのかなど，ゴミの分布を分析する。
（4）ポイ捨てされないようにする方法を考え，話し合う。

準備するもの
・トング（人数分）
・ゴミ袋（１グループ４枚）
・地域の地図

ポイ捨てをなくそう！
時　期
時　間
場　所

いつでも
２～３時間
教室・学校周辺
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活用ガイド
○指導上の工夫・留意点

・グループごとにゴミを分別しながら，クリーンウォークを進める。
・事前の指示により，どの場所にどんなゴミが多いかを気にしながらクリーンウォークを進める。

○発展学習
（1）話し合いでまとまった，ポイ捨てされないようにする方法を実践してみる。

・ポイ捨てをなくす方法の実践は，可能であれば行えるとよい。
・継続的に実践することが可能であれば，実践したポイ捨てされない方法に効果があったのかを検証

するため，時期をおいて，再び同じ場所をクリーンウォークしてみてもよい。
（2）ポイ捨てをなくす取組をしている行政機関などを調べる。

・ポイ捨て禁止条例などの地方公共団体の取組や企業・ＮＰＯ団体の活動などを参考にする。
（3）関連プログラムとして，「ごみと３Ｒ」（p.222），「身の回りのリサイクル」（p.233）がある。

○活動場所の情報
　学校周辺の地域で以下のような特徴的なルートに分けるとよい。
・学校の周囲の通り　　・車線が無いような通り　　・バイパスのような車の通行が多い通り

○ワークシートの記入例　　　　　　　　　　　　○分別されたゴミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ワークシートの記入

○活動にあたって参考となる文献やＷｅｂサイト
　・路上喫煙禁止条例の例
　　宇都宮市　http://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/kurashi/kituen/
　・歩きタバコ禁止条例の例
　　日光市http://www.city.nikko.lg.jp/kankyou/gyousei/shisei/kankyou/arukitabakokinshi.html
　・ポイ捨て禁止条例の例
　　横浜市http://www.city.yokohama.lg.jp/shigen/sub-shimin/bika/mac4.html

※宇都宮市や日光市は身近な地域で取り上げやすい。目黒区を代表とする東京23区など，地方公共団体
がポイ捨てをなくす取組をしているので，参考にするとよい。
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ワークシート
ポイ捨てをなくそう！
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○リサイクルは，どのように環境負荷の低減とエネルギー消費の抑制に貢献できるのか
を調べる。また，コスト面についても考える。

ねらい
・	リサイクルは，資源を有効利用し，環境負荷の低減とエネルギー消費抑制をするための手段であること，

リサイクルは廃棄物を減少させることを理解させる。
・分別して資源ごみとして出すだけでなく，リサイクルによる製品の購入・消費をすることによって，資

源の循環が円滑に行われることに気付かせる。

教科に見る活用場面
・中学校　　社会（公民的分野）	 「世界平和と人類の福祉の増大」
　　　　　　技術・家庭（技術分野）	 「技術の進展と環境との関係について考えること」
　　　　　　　　　　　（家庭分野）	 「自分や家族の消費生活が環境に与える影響について考え，環境に

配慮した消費生活について工夫し，実践できること」
・高等学校　地理歴史（世界史Ｂ）	 「グローバル化した世界と日本」
　　　　　　公民（現代社会）	 「共に生きる社会を目指して」
　　　　　　　　（政治・経済）	 「国際社会の政治や経済の諸課題」
　　　　　　理科（科学と人間生活）	 「物質の科学」
　　　　　　　　（化学基礎）	 「科学と人間生活との関わり」
　　　　　　家庭（家庭基礎）	 「ライフスタイルと環境」
　　　　　　　　（家庭総合）	 「持続可能な社会を目指したライフスタイルの確立」
　　　　　　　　（生活デザイン）	 「ライフスタイルと環境」

活動の内容
（1）グループ内で，ワークシートの「１　身近なもののリサイクル

について調べよう。」の表に掲げた五つの製品について調べる担
当を決める。

（2）各担当はワークシートの「1　身近なもののリサイクルについ
て調べよう。」の記入欄に資料で調べたこと，知っていること，
考えたことをまとめる。

（3）ワークシートの「２　携帯電話やデジタルカメラの買い替え時には古いものをどうすればよいかを考
えよう。」について，自分はどうしようと思うかを記入する。

（4）グループ内で，各自がまとめたワークシートの１と２の内容について，お互いに情報交換し共有する。
（5）グループでワークシートの「３　リサイクルで気付いたこと，再生品と非再生品との一番違う点など

を書こう。」について話し合って記入する。
（6）グループとしてのワークシートを完成させ，全体に発表することで共有する。

準備するもの
・ワークシート
・生徒用資料

身の回りのリサイクル
時　期
時　間
場　所

いつでも
１～２時間
教室

−233−



３　
Ｒ

活用ガイド
○指導上の工夫・留意点

・リサイクルは，リサイクルする行為自体を目的と考えないように留意する。
・リサイクルすることによって，資源の有効利用や廃棄物の減少にはなるが，必ずしもエネルギー消費

抑制に貢献できるとは限らない。そのため，３Ｒの中では，リデュース・リユース・リサイクルの順
に優先させることが大切である。

・関連するプログラムとして「ごみと３Ｒ」（p.222），「ポイ捨てをなくそう！」（p.230），「プラスチッ
クを探ろう」（p.241）がある。

○発展学習
　製品を生産するには，大量のエネルギーを必要とし，多くの産業廃棄物を排出することになる。
　ワークシートの中でも，これらについて調べた結果が出てくることもあると思われるが，リサイクル
品を再資源化して利用する場合は，天然資源からのみで製品を生産する場合と比べて，環境負荷の低減
とエネルギー消費抑制にどの程度の影響があるかを調べさせる。また，持続可能な社会の実現のために
できる取組として，循環型社会の構築，環境負荷の低減，エネルギー消費抑制などは，具体的にどのよ
うに進めていくべきかを題材として発表させ，共有する。

○活動にあたって参考となる文献やＷｅｂサイト
・「環境省_廃棄物･リサイクル対策」　環境省　http://www.env.go.jp/recycle/
・「リサイクル」　経済産業省　http://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/shigenjunkan/
・「資源・リサイクル促進センター」　（一社）産業環境管理協会　http://www.cjc.or.jp/
・モバイル･リサイクル･ネットワーク　http://www.mobile-recycle.net/
・（公財）日本容器包装リサイクル協会　http://www.jcpra.or.jp/
・（公財）古紙再生促進センター　http://www.prpc.or.jp/
・全日本プラスチックリサイクル工業会　http://www.jpra.biz/

プログラムの作成において参考とした文献やＷｅｂサイト
○「政府広報オンライン・お役立ち情報」内閣府大臣官房　http://www.gov-online.go.jp/useful/
○「製紙産業の現状・古紙」日本製紙連合会　http://www.jpa.gr.jp/states/used-paper/
○（一社）プラスチック循環利用協会　http://www.pwmi.or.jp/
○ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会　http://www.petbottle-rec.gr.jp/
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ワークシート
身の回りのリサイクル
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○小型家電のリサイクル

　小型家電リサイクル法は平成25年4月1日に施行された。この背景には，使用済みの小型電子機
器等に含まれるアルミニウム，貴金属，レアメタルなどがリサイクルされずに埋め立てられてい
たことがあり，その対応を急がなければならないことがあった。

生徒用資料
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○紙のリサイクル

１　正しく分別！（使用された紙である古紙は種類ごとに用途が異なる。）
　再生される紙によって，使用される古紙の種類が違う。つまり，古紙の有効利用には，正しい
分別を行い，紙の原料にならない異物（禁忌品）が混ざらないようにすることが不可欠である。

２　古紙の回収と利用
　紙のリサイクルを促進するもう一つ
のポイント。それは，古紙を利用した
製品を使うことである。
　古紙を再生利用した製品にはグリー
ンマークが表示されている。

生徒用資料
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○プラスチックのリサイクル

１　プラスチックの主な長所
　・軽くて丈夫　　・さびや腐食に強い　　　　・大量生産が可能
　・断熱性が高い　・電気絶縁性に優れている　・衛生的でガス遮断性が高い

２　プラスチックの利用のされ方

３　プラスチックリサイクルの三つの方法

４　循環的な利用の現状
　プラスチックは加工のしやすさ，用途の多様さから非常に多くの製品として利用されている。
　プラスチック循環利用協会の推定では，平成23年度におけるプラスチックの生産量は，1,159万
トンとされ，国内消費量は987万トンとなっている。排出量に対する有効利用量（容器包装リサイ
クル法で定められたリサイクル手法による処理量に，産業廃棄物の再生利用量や熱回収量を加え
た量）の割合である有効利用率は，平成23年には78％と着実に向上しており，その他，単純焼却
が11％，埋め立て処理が11％と推計されている。
出典：「環境白書」環境省（2013）

生徒用資料
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○ペットボトルのリサイクル

１　マテリアルリサイクル
　回収したＰＥＴボトルを細かく砕いた再生フレークを原料にして，いろいろな製品をつくる方
法である。製品の種類は年々増えており，より身近なものになっている。ＰＥＴボトルを再利用
して一定基準を満たした製品には「ＰＥＴボトルリサイクル推奨マーク」がついている。

２　ボトルtoボトル
　回収したＰＥＴボトルをケミカルリサイクルまたはマテリアルリサイクル（材料リサイクル）
によりＰＥＴ樹脂と同じレベルの高純度原料にもどし，再びＰＥＴボトルをつくる方法で，これ
までの方法とまったく品質の変わらない透明できれいなＰＥＴボトルになる。

○再生ＰＥＴ樹脂の用途

生徒用資料
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○アルミ缶のリサイクル（アルミ缶はこうして生まれ変わる）

　アルミ缶はアルミ缶へ，何度も何度も生まれかわ
ることができる。有効な資源としてアルミ缶を大切
にしよう。

ＣＡＮ to ＣＡＮ の推進
　アルミ缶は「アルミ缶からアルミ缶へ何度でも
生まれ変わることができる」という大きな特長を
もっている。使用済のアルミ缶を新しいアルミ缶
に再生することは，資源の有効利用や地球環境保
全にとっても大きな意義のあることである。

○リサイクルの４つのメリット

１　エネルギーが節約できる。
　回収されたアルミ缶から再生地金をつくるエネ
ルギーは，原料のボーキサイトからまったく新し
い地金をつくる時のエネルギーのたった３%で良
い。なんと97％ものエネルギーが節約できる。

２　資源を大切にできる。
　アルミニウムをつくるには，ボーキサイトという天然資源が必要である。これは地球上にいく
らでもあるわけではない。限りある資源を大切に使い，エネルギーを節約するためにも，リサイ
クルはたいへん重要である。

３　ごみを減らすことができる。
　どんどんゴミを捨てていると，処分場はすぐにいっぱいになってしまう。アルミ缶のように再
利用できるものは捨てずに，リサイクルすることでゴミを減らすことになる。

４　リサイクルによって収益金が得られる。
　子供会，自治会などのボランティア活動でアルミ缶リサイクルに参加した場合，回収した量に
応じて収益が得られる。利用価値の大きいアルミ缶リサイクルに，ぜひ参加しよう。

○省エネルギー効果

　平成24年度に再生地金とされたアルミ缶285401トンは，ボーキサイトから新たに地金作る場合に
比べて，405.2億MJのエネルギーの節約になった。
　これは電力量に換算すると63.1億kWhになり，全国世帯数（5195万世帯）のおおむね13日分の使用
料電力量に相当し，国内家庭電力料金では1420億円分になる。

生徒用資料
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○日常生活で使われているプラスチックの種類や性質を調べる。
○身近な環境保護の観点でプラスチックゴミの分別やリサイクルなど自分が取り組める
ことを考える。

ねらい
・身の回りのプラスチックに興味をもたせ，その性質を調べさせる。
・ゴミの分別やリサイクルなどに関心をもたせ，身近な環境への意識を高める。

教科に見る活用場面
・中学校　　理科（第１学年）　　　　「身の回りの物質」
　　　　　　　　（第３学年）　　　　「自然環境の保全と科学技術の利用」
・高等学校　理科（科学と人間生活）　「物質の化学」
　　　　　　　　（化学基礎）　　　　「人間生活の中の化学」
　　　　　　　　（化学）　　　　　　「高分子化合物の性質と利用」

活動の内容
（1）家庭から持参したプラスチック製品の識別マークを確

認し，種類と用途について考える。
（2）代表的なプラスチックの性質を調べる。
（3）持参したプラスチック製品の性質と用途の関係を考え

る。
（4）実験結果や資料から，身近な環境保護の観点でゴミの

分別やリサイクルなど，自分が取り組めることをまとめ
る。

準備するもの
・プラスチック
・ビーカー　　　・ピンセット
・ガスマッチ　　・水
・飽和食塩水　　・50％エタノール
・ガスバーナー　・銅線

プラスチックを探ろう
時　期
時　間
場　所

いつでも
１～２時間
実験室

使用するもの 密度の違いによる分類

PETの燃焼実験 バイルシュタイン反応
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活用ガイド
○指導上の工夫・留意点

・	（2）で，ペットボトル（キャップ（PEかPP）・本体（PET）・ラベル（PSが多い））を利用してもよい。
・（2）で，プラスチックの種類を区別するための実験方法を考えさせてから実験してみるのもよい。そ

の際，実験前の予想や実験後の話し合いに十分な時間をとること。（実験の時間とは別に，ワークシー
トに自分の考え（予想）を書かせる，ワークシートに記入した個人の考えを発表させる，実験の予想
やその根拠についてグループで話し合いをさせた後実験を行い，実験結果と話し合いの内容をあわせ
て発表させる等）

・実験の注意事項・結果等
　【識別マーク】

※識別マークについては，プログラム「ごみ
と３Ｒ」（p.222）に関連する記載がされて
いる。

　【代表的なプラスチック】

　【密度の違いによる分類】
　プラスチック片の角をピンセットでつま
み，完全に水中（溶液中）に入れる。その後，
静かにプラスチック片を放し，浮き沈みを
観察する。
＊液面より上でプラスチック片を放すと，

プラスチック片が表面張力のため浮いて
しまうことが多い。

　【バイルシュタイン反応（銅炎法）】
（1）	ガスバーナーで充分加熱した銅線にプ

ラスチックを付け，再び炎の中に入れる。
（2）炎が青緑色になるのが観察できれば，塩素が含まれている可能性がある。炎の色が確認できたら

すぐに火から離す。

　【燃焼実験】 
　少量の試料をピンセットで持ち，ガスマッチで点火，燃焼の様子を観察する。
＊やけどに注意して実験する。また，煙を吸わないようにする。
＊部屋の換気をする。 
＊すすが発生した場合は直ちに火を消す。

−242−



化
学
物
質

・プラスチックを燃やすことは，環境保全意識の高まりの中で，ネガティブにとらえられがちである。
しかし，実際に燃やしてみて，その燃え方を観察し物質を区別する学習には意義がある。事前に生徒
に意図を伝え納得させてから，燃やす量と換気に留意し，安全に配慮しながら実験を行うようにする。

・PETやPSについては樹脂状のものから簡単に繊維状にする実験もできる。

・生徒用資料の内容は，プログラム「身の回りのリサイクル」（p.233）にも関連のデータが記載されて
いる。

○参考資料
・分解性プラスチック

　合成高分子は，天然高分子とは異なり，
自然界にはこれを分解する微生物が存在し
ない。したがって，使用済みのプラスチッ
クはいつまでも分解されずゴミとして残っ
てしまう。
　環境保全の観点から，使用後に生態系の
中に組み込まれる無害な物質に分解される
プラスチックを使用することが望まれる。
このような分解性プラスチックには，光に
よって分解される光分解性プラスチックと，
微生物によって分解される生分解性プラス
チックとがある。

○活動にあたって参考となるＷｅｂサイト
・「プラスチック図書館」プラスチック循環利用協会　http://www.pwmi.jp/tosyokan.html
・「プラスチックのリサイクル　20の？（はてな）」（一社）プラスチック循環利用協会
　http://www.pwmi.jp/plastics-recycle20091119/
・「こんにちはプラスチック」日本プラスチック工業連盟　http://www.jpif.gr.jp/2hello/hello.htm

プログラムの作成において参考とした文献やＷｅｂサイト
○「プラスチックの基礎知識」（一社）プラスチック循環利用協会　http://www.pwmi.or.jp/pdf/panf1.pdf
○「調べてわかるプラスチック」　日本プラスチック工業連盟
　　http://www.jpif.gr.jp/00plastics/conts/plasticworknoteweb.pdf
○前島勢津「日常生活との関連を重視した高校化学実験の指導資料集の作成－新学習指導要領で例示された実験の開発・改良を

中心に－」　http://www2.gsn.ed.jp/houkoku/2010c/10c20/
○「環境統計」環境省　http://www.env.go.jp/doc/toukei/contents/
○「ケミカル･ワンダータウン」経済産業省　
　　http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/chemical_wondertown/labo/page01.html
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ワークシート
プラスチックを探ろう
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生徒用資料
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○ダイオキシン類とはどのようなものかを知る。
○ダイオキシン類を減らすために，私たちにできることを考える。
○ダイオキシン類が減少している現状を知り，行政や企業の取組について知る。

ねらい
・ダイオキシン類の発生源，性質，影響などについて正しく理解させる。
・ダイオキシン類を減らすために私たちができることは何かを考えさせる。
・ダイオキシン類が年々減少していることと法令の関わり，社会の取組について考えさせる。

教科に見る活用場面
・中学校　　社会（公民的分野）　「地球社会と私たち」
・高等学校　地歴（地理Ａ）　　　「地球的課題の地理的考察」
　　　　　　公民（政治・経済）　「国民経済と国際経済」
　　　　　　　　（現代社会）　　「国際社会の動向と日本の果たすべき役割」
　　　　　　保健体育（保健）　　「社会生活と健康」

活動の内容
（1）ダイオキシン類について，資料を参考に理解する。
（2）ダイオキシン類濃度についての経年変化について考察する。
（3）ダイオキシン類を減らすために，行政はどんな対応をしたかをワークシートにまとめる。
（4）ダイオキシン類を減らすために，私たちができることを考えてワークシートにまとめる。
（5）ワークシートにまとめたことを発表する。
（6）今回の学習で感じたこと，考えたことをワークシートに書く。

ダイオキシン類とその対策
時　期
時　間
場　所

いつでも
１時間
教室
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活用ガイド
○指導上の工夫・留意点

・ごみ処理場は迷惑施設であり，ごみは燃やさない方がよいなどと否定的に考えるのではなく，私たち
の日常生活の中で，ダイオキシン類を減らすためにできることを考えさせることが大切である。

・生徒の考える内容，まとめ方，発表の仕方については，発達の段階に応じて具体的に指示するとよい。
・国や地方公共団体の施策により，ダイオキシン類の量が減少していることを踏まえて，行政や政治が

私たちの生活環境に大きく関わることに気付かせる。
・ある時点での報道のイメージのみでとらえると，正しい判断を誤ることもあるので注意する。

○発展学習
・現在のごみ処理システムや処理場の取組について知るために，施設の見学，調査なども計画できると

よい。
・ごみの分別やリサイクルについて考えさせるなどの発展学習もよい。
・他の環境問題とそれに対する行政や企業の取組などを調べる発展学習もよい。

○活動にあたって参考となる文献やＷｅｂサイト
【ダイオキシン類の基礎知識や国の取組について知りたい場合】
・「関係省庁共通パンフレット　ダイオキシン類2012」環境省（2012）
・「ダイオキシン類対策特別措置法」環境省（最終改正版2011）
・「ダイオキシン類対策特別措置法に基づく基準等」環境省（2013）
※これらの資料は，「環境省のダイオキシン類対策」　http://www.env.go.jp/chemi/dioxin/
　から閲覧できる。生徒が調べ学習をする場合には，このページを利用して進めるとよい。

【身近な行政の取組について知りたい場合】
・「栃木県ホームページダイオキシン類対策」
　http://www.pref.tochigi.lg.jp/d03/taiki/kagaku.html

～栃木県のダイオキシン類対策～
○工場・事業場自主管理要領（環境法令関係）について

　ダイオキシン類対策特別措置法に基づく特定施設については，同法に基づき自主測定の実施と報
告が義務づけられている。

　①特定施設設置届出
　ダイオキシン類対策特別措置法に定める特定施設を設置しようとするとき，また設置した特定
施設の構造や使用の方法等を変更しようとするとき，新たに特定施設になったときに提出しなけ
ればならない。

　②ダイオキシン類測定結果報告書
　排出基準が適用される事業場の設置者は，毎年１回以上，ダイオキシン類による汚染状況を測
定し，報告しなければならない。

○市町村の清掃センター（清掃工場）でのダイオキシン類量調査
　ごみを焼却する際に発生する排ガスや焼却灰などに含まれるダイオキシン類については，国が定
めた排出基準をすべて下回っている。清掃工場などにおけるダイオキシン類の測定を定期的に行い，
施設の適正な運転管理に努めている。
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○ワークシートへの記入の中で考察させたいこと（例）

○参考資料
　【ダイオキシン類を減らすための方法についての例】
　　（1）国や地方公共団体がすべきこと
　　　①環境教育を充実させる。
　　　②ごみ処理施設をダイオキシン類が発生しにくい施設に改善する。
　　　③廃棄物の排出削減や再利用を促進させる政策をする。
　　（2）産業界がすべきこと

①簡易包装をすすめる。
②省エネルギーに努める。
③ガラス容器を再加熱して製造する時にダイオキシン類が発生するので，リターナブル容器の開発

を進める。
④焼却時のダイオキシン類発生を抑制するため，塩素を含まない素材への転換をする。

　　（3）私たちが日常生活の中でできること
　　　①ごみの量を減らす。[Reduce]
　　　②ごみの分別を進める。[Recycle]
　　　③ごみになるものを入手しない。[Reduce] …買い物袋を持参するなど
　　　④不要なものを再利用する。[Reuse]…他の目的に使う，必要な人に譲るなど
　　　⑤リターナブル容器を購入する。[Reuse]
　　　⑥グリーン購入を心がける。[Recycle]
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ワークシート
ダイオキシン類について考えよう
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１　ダイオキシン類とは
　ダイオキシン類とは，右の表にあるポリ
塩化ジベンゾ‐パラ‐ジオキシン（PCDD）
などの無色の固体である。ダイオキシン類
は，意図的に作られるものではなく，炭素・
酸素・水素・塩素を含む物質が熱せられる
ような過程で自然にできてしまう。

２　ダイオキシン類の発生源
　①ごみ焼却などの燃焼　　②製鋼用電気炉　　　③たばこの煙　　　④自動車排出ガス
　⑤森林火災や火山活動　　⑥PCBや一部の農薬に不純物として含まれていたもの

注）ごみ焼却炉では，特に塩素を含んだプラスチック類（ポリ塩化ビニルなど）を燃やす場合に発生す
ると言われており，燃焼温度が300℃～400℃の比較的低い場合に発生し，850℃以上で燃焼させ
れば発生は少ないとされている。

３　ダイオキシン類による影響
　環境中に排出されたダイオキシン類は，大気，水，土
壌，河川，海洋に拡散し，動植物に取り込まれ，食物と
して人間に摂取される。実際に環境中や食品中に含まれ
る量は超微量であり，日常の生活の中で摂取する量によ
り急性毒性が生じることはないと考えられている。ダイ
オキシン類は生物によって分解されないため，長期間に
わたり環境中に残留し，生物体内に取り込まれると蓄積
して外界に比べて高濃度になる。しかも食物連鎖を通し
て上位の捕食者になるほど濃縮が進む。
　動物実験での結果で，人に対しての影響はまだよくわ
かっていないが，以下のような影響があると考えられて
いる。

　①発ガン促進作用　②甲状腺機能の低下
　③免疫機能の低下　④生殖器の異常 

　ダイオキシン類自体の発がん性は比較的弱いとされている。現在の日本の汚染レベルでは，ダイオキ
シン類によりヒトがガンになるとは考えられていない。また，生殖器の異常では，オスでは精子形成の
減少，メスでは妊娠率の低下や子宮内膜症を起こし流産や死産の危険性が高まる，などがあげられる。

４　日本で定められている安全基準
　ダイオキシン類の毒性の強さは，最も強い2,3,7,8-TCDDの毒性を１とし，換算した係数（毒性等価
係数：TEF）を用いる。また，TEFを用いてダイオキシン類の毒性を足し合わせた毒性等量（TEQ）
によりダイオキシン類の濃度などを表現している。

　①人体・・・耐容一日摂取量（TDI）＝４ピコグラムTEQ／体重kg／日
　　（一生涯摂取しても健康に有害な影響が現れないと判断される，体重１kg当たりの一日の摂取量。）

注）「１ピコグラム」とは，１兆分の１グラムのこと。東京ドームに相当する入れ物に水を満たして角
砂糖１個（１ｇ）を溶かした場合，その水１mLに含まれている砂糖が１ピコグラムになる。

　②環境基準・・・大気で１立方メートル当たり0.6ピコグラムTEQ以下
　　　　　　　　　水質で１リットル当たり１ピコグラムTEQ以下
　　　　　　　　　土壌で１グラム当たり1000ピコグラムTEQ以下
５　施策
　①ダイオキシン対策推進基本指針（平成11年）

　2002年度までに，ダイオキシン類の排出総量を1997年に比べて約９割削減することとし，政府一
体となって各種対策を推進する。

　②ダイオキシン類対策特別措置法（平成13年施行）
　ダイオキシン類による環境の汚染防止及びその除去等をするため，環境基準等を定めるとともに，
必要な規制について定めている。

生徒用資料
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